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能
代
の
夏
を
盛
り
上
げ
る
祭
り
の
一
つ
で

あ
る
、能
代
七
夕「
天
空
の
不
夜
城
」は
、
平

成
25
年
に
運
行
が
始
ま
り
ま
し
た
。
当
時
、

能
代
の
町
を
活
気
づ
け
た
い
、
に
ぎ
わ
い
を

取
り
戻
し
た
い
と
い
っ
た
思
い
か
ら
始
ま
っ

た
祭
り
で
す
。

　

天
空
の
不
夜
城
は
明
治
時
代
に
行
わ
れ

て
い
た
夏
の
七
夕
行
事
「
能
代
七
夕
」
を
参

考
に
作
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
、
太
鼓
や
笛
の

お
は
や
し
、
田
楽
を
頭
に
乗
せ
た
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
名
古
屋
城
を
模
し
た
大
き
な

城
郭
灯
籠
が
町
中
を
練
り
歩
い
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
戦
後
、
電
気
の
普
及
に
よ
り

電
線
が
張
り
巡
ら
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

高
さ
が
制
限
さ
れ
、
巨
大
な
灯
籠
は
運
行
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

か
つ
て
運
行
さ
れ
た
巨
大
灯
籠
を
復
活

さ
せ
よ
う
と
い
う
思
い
と
、
国
道
１
０
１
号

の
電
線
地
中
化
に
よ
り
天
空
の
不
夜
城
が

始
ま
り
ま
し
た
。

かつて能代市で運行されていた
巨大灯籠

一
世
紀
の
時
を

　
　
　
　
　

超
え
て

　

８
月
２
日
、
３
日
に
開
催
さ
れ
る
能
代
七
夕
「
天
空
の
不
夜
城
」
は
、
今
年
で
10
回
目
の
運
行
を

迎
え
ま
す
。
今
回
の
特
集
で
は
、
天
空
の
不
夜
城
運
行
の
裏
側
と
次
世
代
へ

つ
な
ぐ
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

守
り
、そ
し
て
つ
な
ぐ―
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愛
季
、
嘉
六
は
運
行
し
な
い
間
は
解
体
さ

れ
て
保
管
さ
れ
、
補
修
作
業
が
行
わ
れ
ま

す
。
補
修
作
業
を
行
う
の
は
小
嶋
将
さ
ん
で

す
。
小
嶋
さ
ん
は
愛
季
、
嘉
六
を
骨
組
み
か

ら
設
計
・
製
作
し
ま
し
た
。

　

愛
季
、
嘉
六
は
、
紙
、
針
金
、
木
で
で
き

て
い
ま
す
。
組
み
立
て
時
や
、
運
行
時
で
約

１
０
０
０
カ
所
に
破
損
部
分
が
生
じ
、
こ
れ

を
次
の
年
の
祭
り
ま
で
に
補
修
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
紙
が
破
れ
た
と
こ
ろ
に
は

新
し
く
紙
を
張
り
、
製
作
当
時
の
図
面
を
見

な
が
ら
絵
を
描
き
直
し
ま
す
。

　

「
翌
年
の
祭
り
に
間
に
合
わ
せ
る
た
め
に
１

年
か
け
て
修
理
を
行
い
ま
す
。
作
業
人
数
は

２
人
。
経
年
劣
化
も
あ
っ
て
年
々
補
修
箇
所

が
増
え
て
い
る
の
で
、
運
行
開
始
ギ
リ
ギ
リ

ま
で
作
業
し
て
い
ま
す
」と
小
嶋
さ
ん
は
話

し
ま
す
。


